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砂鷹串のウ讐ンの分布鵜ついて審
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黒購　畜益訳

　外因性の費ラン鉱床において夢！ンランの禽有1重藪は壽機物質や粘漁質部分と¢）み閣係するので

はなくタいろいろの大灘さの臨生‘う砂粒（噴鐵磨・長石の〉紅も関孫す勢軸砂羅中にあ愚噴鵡

懇｝や長石ヰ尋こ財ランンう菩幾三集するこ、ヒがたしかめられ、た雌

　研究した鉱床は，結酷質旛石の蕊盤の上の沈降部縫戴轡烹）に疑雰成された第三紀および第縢

紀の堆積岩層中にある．基盤は下部古生系の結磁片燐と，それを貫く後期古生代融優白質花嶽

岩からなっている．花嶺岩のマツシマには粗粒なものも，細粒なものもあり，アプライト質花

腐岩・花纐関緑岩，まれには花繰閑長燐の岩脈もみられる．花醐質嚢石は曹長石化作用、馨珪化

作用醇絹雲母化作用のような熱水変質をわずかばかやうけている．すべての結鹸質基盤岩類は

第蕊紀にはげしい風化作用をうけて，厚さ6（／瓢にも達する風化層をっくっている。とく1菟

花嵐質岩石の上の風紅層にはヵオジナィトや加水雲母が生じズいる、

　新生代の堆積岩層はシルトを挟む砂嚢／馨で始豪る．それは＄枚の褐炭を含む含炭アージライ

ト層によ夢整合に覆われてい恐．鵯の黛層は上部漸新継層と考えられている。含炭層は，不整

合でもって，鮮新世一下部第鶴紀の礫岩層と現世の粘土層に覆われてい翫新生代層は溌成履

と湖成層で，その全体の厚さは約驚○燃である1織玉）．

　鉱床地域には，鉱染ウラy鉱の鷺つの鉱体群がある．葦つは下部のシルトー砂岩層韓あ翫

鉱体は，お互いにくgっいた，憲たはうねうねしたレンズ状の集ま郵1で，主として砂岩の中に

ある・い蕊至つは含炭層中にあ診，長くのびたレンズ状をな』大部分褐炭申ぬあ翫牒の論

文では砂繋多中のウランの分布を調べた．

　砂岩は花嶺質砂岩で，古生代基盤岩類の風化・侵食によつて形成されたもので，粘土質物質

でわずかに顯められてい翫砂岩をウくる粒は円いが，大灘憲はきわめて不均一・であ駄小，さ

いものは石英や片岩の円粒で，大きいものは噴出愚や長石の円粒であ鵜砂粒はわずかに

灘轍璽をしている・それは，叢直方向へも，水平方向へも数鐙轍の範麟で，粒度組成が変

イヒすることからわかる礁

　ウランの分布の特徴をしらべ御）に，鉱床地域内の隣接した黛つのボージングから澱のサン

プルをえらんだ。嬬の蔀分では，肉眼的には砂岩中に聯次的な変化（褐鉄鉱化作用・硫化物化

作用など）がみられなかウた嬬とは強調すべきことであ猫．したがッて，鉱石の濃集はおそい

時期の変質作用によるものではない．

　砂岩の粒度組成やラヲン含有量は第葦表にあげてあ恐．その中／こは，極粗粒訳潔）から細粒

＊鳥Φ講く蟹簿護総，A藩く，赫貯y鷲言○鯵雌欝韓驚灘難嫌螺yl聯礫鶏羅轄職蕪灘輪脇

　蹄劔欄懸雛灘葦瀟鋪劔濁○韓嵐灘影綴

このような記述はあ愚が》原藷霧鋭文に地ン

恥y恥聯置擢臓1度鶏峨敷鵬滋熱蹄
をいい粗粒砂嚢と訳レた今

美
， NO曝，蔚．鴛～聡，蓋鮪量

1は警いてない鳶

馨　ゆy灘黙簿照鷺懲1盆は鱒～LO鷺灘

瓢一一（蕪隻〉



鑓華1盗蹄1月　瀬畏　（第　夏き題豪　鐸∫　㌘　簿今

膿鐸　　l　　i擬

夢ンツ
　N（）．

「
ノ㌦・

Tl．

　　　　　1鋤　　　謬誕　　　鍵l

m銀　…鶏1　一…｛）．5＿
　£ノ、＿靴，，　導．きご糞蓑嘩○．鷲蚤ごぎ臓灘

　　分

…旛一i轍／一　鎌
　毒．1室騨i⇔，、／〕振・勲…

　　　　　　　　　　
『1一丁’’”［『

　　　　　　　　　　　i
　　…ヤ僧　の勲禽鎧、繋簿泣）発かけ

　　　　　　　　　

灘

齢

嘱

鱒

蕗

爺

墨7

書○

慈置

繊

編

鑓

業○．2

11劉

嚢．鷺i

欝．鷺・

慧Oi
3．鐙・

豊蘇茎…

○．懸艇

熱護3i

驚／期
蕪．毒蓼

露．磁i

灘．瓢i

簸鶯i
灘．7葺

灘
認i

／、鰭i

灘．韓・…

／編7i

茎㌘、鰍

嚢．蒙3

懲．｛論

欝．Os

鷺．／）○

扮．鱒

1γ．毒3

繕．霧○

§，灘

盤．導○

嚢．鎌

懸．醸

ぴ。購

帆欝1
慧監i

30，残i

膿i
翻）1
欝．驚

雛礁
邸．ξ翻i

r7，む○唱

欝．蓋2、

逢4．、≦雛i

馨．欝、

鍵．騰

盤．縫

絡．総

猫．暮○

驚．1灘

烈．縫

雛，艦

繍。○○

憂1．雛○

置黛、鍛

辞．むξ茎

禦，｛）拳

濾）ソ連の藝1発滴○．韓鑓灘1♪麟甥ゴll二鑓二きi肩凝き冶輪勲

　　トと婁幾℃〆脾ぐ轟）難）9　ζン1柳豊、（1鷺寵警蓬f寒藩1：．一．｝。

避レ・ウζ

1農・、鋸

置4．総

懸．綴

鶯，灘

拳．繋

灘、20

30．1三

逢／．総

馨，濁

礁．叡）

§．鑓

懲．07

○．○○置暮

○、翰§

○．○欝

○．至憩

○．○繋

○．鑓5

奪．○鑓

○．○台‘茎

春、○芝瀞

○．韓（）

奪．｛獲1

0．／）（懲

中　　粒

　　〃

糠　　粒

嬬1

，財

〃

（；争；ノ｝レトオ〔㌧ノ～デ籍こヌ百’）霊縫コ虻宰艶1，敏江ノノレ

駅で簡砂岩がある．、繊懸賊敵残ン・含報葦辻の開1講嚢縫性が3襯隷、録い。た、翫えば，岡じ

く極糟，粒の羅｝罎でもタ薦ジ縫び）サ1／・ヅ，ノ1．・のよう瓢ψ謄ンの多いものもあれば，濁ジ繕のように

置牝彗鞍鐸勺ご♪捻農マ・も¢）も～疑）鵜む

　イ沙撃i董中のケラン鵜潔／黛麓は夢露曳身晋繕蕎舞舞鉱1ゑ一一一一蓋護亙玉蟹1に’よるβ一繕キ・やγ一繕鍵）瀞族敏　　一棲》，ル

畿、ネセンス法などのいろいろの方法を横1弓て行癒ウた（ジ瓢レズノヴ，　欝欝暮レ・〕オノーワ，

1鰯）瀞化学分析はA．乱ツ／・ヴ、窯一慧雌とλ．翌1、／紺擁，旗こ、き鯵で行なわれ叢皿嘗放射線洗は

L乱　クル・イジ，瓢ノフによゆて∫脊なわれ、た鶏放射綴亀灘定法で捻漣ターンプル全体のウランの黛が，化

学分析では璽艦署申砺1翻斐ごとのウランの灘藍が定難された。それ獄第嚢嚢轍あげである。
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犠癩中の1蹄ンドの分和ひ〉い冊ぐ

し，他の譲藩！腔｛護）みられる韓すなわち．サン肋プル中¢1ンウランノ鈴縫ミ量がふえると，嘆沙ぜ）大きさの

粒渡部分におけるウ讐・ン4二壕も多べなる，、コ1噛係は，ヴ響ンの総1勲桑驚壌こ分けられたサ

ンプル闇でみる蔀．男らかである．す癒わも肇ウ學ンの総議が○．1％のオーダのサンヅル・（N戟

磐，漁。鋤では，砂の大きさの粒鮮1扮贈膨ンは○．朝％のオ…．ダであるが，ウランの総量

が○，○鑓％のオーダのもの1熱1＞ば15ラ糞｛｝バ灘癒，ど！ではラ砂の大きさの粒度部分のウランの含有

熱勲．鰯い！艇）オーダとな鄭／・）けである．L．たがゲζ，砂の大きさの粒度部養》）好ンの簸か

ら，上避）サンプ．7レ／鐙つのめ／ノ・回プ覚分けら嫌．る。，金属砂ラのグ）含有・蓬薫の増加は大鼓の

彦楚質彗勿や墨細．狂壌愛セ、メントぴ）嚢把論三と麟！係があ嶺と考えることは可能カパも知れな～㌧　しかし筆　』、ろ

いろの籾i麹）ものを，／聯蹟鏡下甲麟たし、く観察すると，趨質糊凝れ懸ど多く愈まれていないレ，

砂粒はたいへんきれ1，・であるG灘1版互，黛）、、砂粒が全部きれ、いにな鷲）ているグ）は，粘土質物

質でわずかばかりせメントされ，弱く績1められているの一艶，洗浄／こよやてかんたんに拳！芽土質物

質が分けられたのであ樹》。砂の．綜詮さ¢嚇1蟹難1分の館ランはどの3；うな鉱物と関係じてい謹）

か’据・菰聴い三）・ぐぐ、続、，、二嵯嚇のぴ率，砂 シ晒の大誌畷鍾度編通鉱物組成

を研究し，慷掩の鉱桝1こついてウランのづ捧干を行なった。
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　蔓つ¢）サン・プノレにノ）いて鉱物容量裳ヒをしらべ委第S表にあげてある。これ力慨らわかるように，

砂一シルトグ）大きさ齢粒度部分はほとんど完全轍陸生鉱物からなっ℃いる．すなわち，聡英・

蓬蚤石・雲華葦・景｝石のかけら嘆ぎある。

　次に，個々の鉱物のかんたんな特微を逮べる。

　署英　大部分は緯くないが，寒れにやや円味をおびたものもある、不規則な形をレた薄ねず

み魚で，粉状その他の包有物をもっている。時々，無色のや，ばら色のや，煙状のものがある

が肇それらは普通透明でタよく瀬が残っている。』石英の量は3粒度の粗い部分から細かい部分

にめ縛ナて，　夫縄翼i拝1勺に凄戒イ診づ麟る　　（3（）～謬oタぢ一一一畦墨漕》黛（）％〉。　薯鎗琵変め烹　一ヤ（）・5y鷺筑／の葦駆ラ｝の畢糞簑中の

ウランの量は弊サンプルNo．穣で○．む○瓢％夢サンプルN甑磁で○．○δ嫉％である，

　蔑贋　カジ叢省（正長石が多い）と斜長石（灰曹長石）である。慧れは柱状の形を示し，弱

く，あるいは中位に円磨されている、力掛長薫はあ憲轡変質（墨）磁癒獣i窃ヤや｝ノーシ畿ラィト化

作用）をうけていない。灰曹長蒸はいろいろの程度に変質をうけている。あるものは石英で置

換されていた！），あるものは曹長石と蒸英で，あるものは曹長石・着英の繊1こ絹雲母轍よって

も置換されていた1りする、、、長石の量を計算するとき轍は，新鮮なものか，わずかに変質したも

のだけをとった．はげレく分解した擬石（とくに，一〇、玄＋偲／緬膿の粒度の部分〉は岩石片

からはな．れにくいので，計算では岩摺片に入れた。変質した獲出岩片と畏；蕎とを茎つの轟岩石

片事’という分類に入れることは不都合ではない．なぜな．ら，それらは黛つとも放射能を多く含

むからである、未変質の長石（÷○．き瓢凱の粒度部分〉中のウランぜ）量は，N甑翻で○．○○”

％，N艦婆3で○轟鍍§％である。

　鱗搭片（図版3）　酸性および塩基性蟹出懇にとみ，花闘質聡石や各種騨）片岩（緑泥石一絹雲

母片尉，1蕎英片岩惣．ど）はきわめて少ない．後者は蓋～蕪％レかなぐ夕とくにウランにとんだ

サンプルでは少ない．その他，岩蕎片として計算したものの中に，はげレく変質した長石があ

塩岩石茸の量は，砂闘）大き熱の粒度部分では，粒度が小さくなるととも礁淋少するが，シル

トの大懸さの粒度部分では，蜜た増煎する．すなわち，＋（礁細職の粒度都分では，岩石片の

量は鱒～懸蟹，であるがタシルトの大きさの粒痩部分では黛倍鉱λ上幡3岬鶯％）となる。岩石片

ではタそのサイズと騰乱化の馨蓑／壌：との問に関係が轟疑〉ることは弓魚調すべき慧とで凄）る。　これはラ

3暮一一（藁欝墨）



1砂岩中のケラン・r　分ギギ繋こ／）いズ　（ン熱鶴i　龍嬬多讃）

鑓1、畷3　銭裕㊥乏逡　もり！ 〉　三／〉g懇a鷺豆グ）多、、爺ン撃｝1葬薯　（i欝暴1鶴　 、翼自罫）

・暮、｛h・蹴と一ゆ．1鞭・琶註の樹難1夕分を較べると明繍ン貯陣、塾，÷編翌聖遡の粒！斐瀦分ははるかに風

化がはげしい。風化の産物隷．．1三として粘土質な零ノ）〈加水雲母・カオリナイト）である・岩石

ノヤ申のウランの 藻　」＝，十｛『15灘餓ζ　襲1菱嶺雪シ分で、醤〔1）匡12で（），茎捻（シ1｝養　賛（）・蔓3で（）捜）フ7（｝1）であ

る。

　雲母義緑澱讃　あ藩轡．が多くない。とく1こ，砂の大きさの粒度部分（甲粒・細粒）では黛

腰）を趨ズ冊な㌔・心　シル・1、のプくきさぴ）墨気　諮警難う〉で減ぱ，　黛～4挙嘉“多くな！）要　まオLに8（渇に3、＿づ　頓）診璽璽

濁は主として黒・母で，鶏雲母は少ない，，鐸　講は，溺英一一緑泥灘。凱たは緑泥箪び鋒合物で置

！喚さ爵㌻ている、，、、1、、諾、母のノ＼＿開に1黛・て1駿化翻ミが生じていること饗）象才もではない。　白烈1夢ごはあ

まi）変翼していな隻、ハ瀞緑泥薦は黒雲一母を駕代して生じて涛・愚もので・あ恐。

　箋戦母と緑溌釜沖ぴ）ウ麗ンφ定、黛は，その分離が鵬難なために糞なわれなかった。　しかレ，

N（）。縫と。醤ζ）．43のサン・プ歩の黛鷺母粒紅ついて，　ルミネセンス法で潅定　 穿析を行なっブ菰

とごろ，ウ學ンの灘は○．○謬一ゆ、蟹％を超えなか、・た。

　炭質物　双眼顕微鏡下で，，黙く灘い霞粒である、薄片下では赤褐・色で光を通す、組織はあま

！）詳み1講ゐな～・。糸照繊の剖／　Ψ誉11よ，1塞贋三錨瞬勿（郵箕・窪藁翠ゴなど）ll翫を包んで鴨・ることも憲離！ぐ1欧

ない。砂の大きさの粒1斐部〉では，ノ　脚の量は○．0至％のオーダである。シルトの大ぎさの

粒猷郵分では1．巻～鷺戴こ．撫える、、サン・プルで重）沃》2とN（》．43轟燦欝拗誕i二蓄のウランの量は

○．05舶．S％で凌）る．！増ング壌槻舞、に対す翻機物紛健ll簸しらべるために，炭質物を酸素

流の享1趨然焼させて有！幾炭繁の藩．事欝、こを求　）た。　1㌔載ノ1ご謙ツ瓢よって行なわれた結果によ

ると，N（）．繊と錬）．輔のサンヅルの贋蝦、の大暴審の粒慶都分の有機炭素は，それぞれ0，弱％

とi．2ξ碧るである“　燃れらのサン認レ全体中⇔菊機欝灘の　　第　・葡れぞれ賦囎％と（）濃○％であ

る。　饗（），難薫　とN（》．導5副）サンプノレをシ雛ll交摩間ると，感塑本ぜ）覇橿幾鰻騨の糞寡旗毫激ぼi胃1じであるグ）に婁

N⇔、繍の方が粘土の大ぎさの壕1獲鰯麺）中の禽機薦熱の驚が少ない．これは部分的な酸化（毅

ジニ、、羅一一一ワ，　ラズムナヤ臨，鍛灘）によるものであろう、、そのことは　糞（L乏澱　のサンヅル／中に

は鐵盤、急硫化物の、脇が多いことかもも難、澄められる。糠1塩の撲素は醤瓶磁　の粘二圭．二の大きさの

寒立膜：纈／亥翌》らの・み1｝1）かにさオもている　（（）．（黙％）e　しかし，　鋸鐸数華　1ぐでは孟1綾螺緊1塞蓋つも．発1

さオし卿ぐマ・た嚢レ・導

　翻成分鉱物　一〇．レ1毒．（矯顯漁の粒1、斐部嵐からヅ惣雛ホル藩を使つ砥ぐ分離された。サンプノレ

中ぴ）その　1はO．1％を超え賦い．しかし，鉱床地域にi，，難．垂1している癒縫鰻を粉砕した｛）のでは

（）．（亘か○．（鎗！％である。　蓬鉱物は鶉．1頴陸生かぴ）形をしている9自搬鉱物中に！嶺1，小さい球懸粟

状や，いろいろの鉱物繊を磁んだツ、ず勘ム状の鉄の硫化物や褐鍔鉱がある。陸生鉱物には不透

3輩｝ （憂葬パ



地質、溝、誰量i欝、増、1。蒙儲欝巻嬉7勤

絹鉱石・ジノレ雛ン・懸瓢宥・緑れん、；f・　母がある、、N妥）浸）2とN轍轄のサ・ンプルの雛鉱物に

ついて黄ノレ業、暮センス法に、よ勢轡ランむ翫。藪を1行な哨ゾ、臼とごろラ｛／．蝋％グ）オージを趨1費、なかつ

た．（｛）．｛）レ》○．（）s％）藷

　砂の大きさぴ）粒度部分に、幅けるヴ謄ンの霧繋は，どぴ）、軌りな成分と関係しているのかを糊ら

かにしよう撚〆た。砂の大き憲の粒1邦分では，も…と張、liいヴランの含講㎜撫爵糞磯物質韓S

％まで）と変質露の羅獲替（○．璽、1、憲で〉にみられる．後者は，主とLて，い謝矯ろの噺出岩

と長石である娘舞られた1熱から，砂騨）大き謄の粒l　l｝分のノ護物漏籍譲片に，総量の何％の

ウランがあるかを　鄭、する燃とがで遂恐．賛寡繊のサンプルの峠／購瓢欝の粒度葬欝分をみてみ

よう．菰の部分のウランの総認は（1．繊警％または璽（給慧紅つき危鐙．妻翼である（第黛表擁こ

の部分の楚峯1償片は全体の黛○％夕すなわも置（鶏g中の黛｛）薄である（第慧畿）、欝彗¢）岩珪申の

ウランの、繭愈摯む．i％）の・事奮㌧懸　1だとすると，甑1）窯郵とな夢，※（）轟熱撒の肇立度謝／分の総湿薫の69％

となる、穂様の方法で，縦質物部分には全・窮1運〉欝％のψランがあることが織算できる。炭質物

そのものの中ではウヲン・の含撫　は1，、、！いのに，金俸とLてそのように低い鮭を示すのは，炭質物

そのものの　が少ないからであ“，他のサンプル（N無購，郷）の砂の大糞さの粒幾部分のウラ

ンの存在．状態についても，似たよ観麟藻がえられ熟・る．菱れか㍍饗。ると，陸生の成分で

は，少なくとも、蜜体の藤％ぬウランは鷺レ 一シル鍵ゴ麗懸疏蟻／嵐、悩》に入やているとセえる・

　肇ぎ揺驚4勢！覆鈴の少ラン／のギ斜蕪、華．糞よく棚艦審才ガEぐいて1吼夢　くわしくし．身■遺る必・欝はな、・㌔　し力鳥し，

砂跨大きさの紘腰部分疏）陸イ1域〉1ll琴瓠少勝ンの　が多くなる慧とはヂいままで注1翼きれていな

かやたωこれと開連して，㎞奎繍嘱鐵生の裁｛ξ寮ち串のヴランがどんな形で窪1霧三するかという鉱

とを明らか続し、ようとし・た。こ疏痩1的で，『媛瓶縫むサンプルの撚1（騨慧（li（騨璽1．をとやてみ

象鷲め緊，そ才しによるとα…牽羨評避ゐ驚与憾嚇くま勾一一／こ1分着了してい軽）こ漢“）ゐ、っ宍江の　Lかしメ翼（｛糺難2び）

資料についぐきれいな　菱　ごとる煮と紅は！浅功しなか脱た難図版婆には，と1隷1り疑）部分の1砂岩一

梱雛饗蓑運土ウラン・強罫梅達． 鍵）、闘い蘭ンヅ＞レ翼叡黛／）7ヂ）もの壽翼あをずてある、、七、、かし夕そ導）騰急縫禽は翼《》護薫

のサンプノレによる　　拠i継懲驚慧潅呈磯謹　雛欝畿璽）難　撫／／節ぐいる。嬢綴爆罫融茎）無　による翻裟鷺鐙ほかに幸

柔かい条件謹）下で（クル“婿篠アトラシ瓢ノク，蓋鱒勃巽紘繍のサンプルを熱泡論（漏の○烹

規定液で3帥奪処置する方法でり一チングしてみた。そグ）鐸，1果，繊一勢％の身ランオ溶液中に

揮講け1、慕たの　凱のこお撫，　鍵一奪、乙整沁＆躍3一詮　｝擁∫して㌔・懲慧とと漆、らジ　ウ勝ン壕汰多ラ｝擾謬譲L’灘煮嗜痘

の粘土のところ11こ敷挑きれぐいるのであるうと灘え辱翫、る。審分，婆蕪i跨クランの水酸化物

P難（ぐき鑓〉量轡漁為（i）（弩ゾ，序とし隈ぐ！獲餐チ奏承難W駄いると、饗、わ才むぞ）がラ　それ凄汰了射くなるとピッチヅレン

鐵織簸灘
織

灘 謙

嚢講滅墨　熱響導糞鞍慕むヂ）買藏・ミて葺・識透動蕃）書主鰻G欝・薦・瀧　1 狩　〉転罷）群講言賦∫ダーの鋤｛

　　　　鐸鐵　玉Oli慧轟
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澤沙麟1中の才》ヲン・の1分瞬亨につレ・伊ぐ　（鷺．蕪籍ヤ．垂、 ．鋸電尺）

蒼（、、鵜の硲墨驚鞭搬鋸こノ浅るであろう響落翻1紛！ラランのノルが吸釜しているとい』辮えは，鉱

辱蕎の鷲野ン「㌘㌔レの申／こ，　一（）．亙・を参．（擁茎範箋黙グ）i長雄鷲多犠4〉1でノ罫ぶ、鐸、糞矯フ．、f擁ノム）！犬の幽17凝．翼1が物ゆ£

あるという燃～fに議鞍講をおいている。硫化物が澄“豊、残・う億とは，謬元状蓬嚢が続㌢ずぐいたこと

の証明であるミ慧とは知’一）れてレ・・るとおりである轟

　ゆヲンが砂 一一シルト甑分ど粘二l　l分、との爾力に・う。＞布す蒸ことが1、i暑らかになったのは興昧深い

ことである。　し力為し峨オ㌔むンのl／鍔〉置三擁峯なづ〉麟∫豊ごき』3るこ二とは，　サン〆ニブルを1驚う蕊1容掌夜ll一彗こウ

ランが灘鑓．搭ために，むつかい磁とである，、／、．かし，溶1鮮に、多鱒出る好ンがすべて畔，

粘土覆部分からきたもむで，うすく分散している蚤、㊤がもっとも！タ…ヂングさ患．やすいとする

払蝉ン繊鶉協どが摩峯ll郵1紛にあるとV・うこと／諏、る．ブ翻えば，臨．繍のサンヅルで

は》砂『…シルトのプ｛乾嚢さの粒鍵綿分弧／汰ヲき，粘・．ξマ〉大きさの粒1．薫部、う．＞には輪のウラン爵llあるこ

とにな翫醗嚢にいぐ，臨・43と臨締に、ついてもそれぞれ妥鎌の％，1犠蟻窪のブ㌦誌

の粒麟鰯巌ある琵／賦購繍徽分散いぐいる部分にブ禰／・う。紛拶ンがある払・泌と／ま
よくタ講らオ1Lて、凸、　拳饗で・凌〉る惚

　粘一セの二大きさグ）1紘度部蔦に，ウヲンはどび）ような形で携窪するグ）であ蝉　）か？　この問罵鑛こ

肉ずする本’奇φ証艇襲をうることはできなカ》⇔た。　しかし，　／寅ヂータ（〃ノレ、デ雛フ，アトラ藩．置

ノク，欝灘l　l窒ジ講ご慣フ，　ラス“ムナー一ヤギ1、鎮，　欝灘1醗鐵轄，轡灘〉や獄騨建、研究懸れた鉱床ご

の比較（ネクラーソワ，欝灘1灘ジ器ぎ、灘ワ，ラズムナ…ヤ纏、，欝灘講掌難蟹暴，マ績葡鷺，欝5麟

などから，ウランは粘こ擦鋤、講騨郁勧蜘誌“碧」ブ賦〆・財）ノ嬬い嚇難レぐ凌，る読が考

えられる・これが紗馨、，のでのような部1分へて》嘩ンの　を増加させる原因’な．＝，ている、，そダ）砂

激掃壌1 狂麹鑑誘脅，　または馨　ま鱗ヲ鷺の嚢．＝な、どカ　ら，　舞麟蜜尋勿鑓）い罫）い欝ぴ暑慰螺、　おいて～　　伏懸i叢力三つ

づ母・てマ・たことを蓉幾し．贈ぐマ・るむ

磁轡叱隷二塔妙ンの灘嚇i咽ξン身㍉バ磁，ぞの擁のか麓）4礎歩があ擦誌かか
わら響㍉いまま榊ξ一馨黄し・た兇角拳がなか鷲）た。弩婁稚霧き1跨ウ酬ンの1戎懸戯こついて，曝送罷蕉いオ勲，て

レ’る多くの説をここで繰！）返し述べるア．亥はなマ・（ベテツテゴン爵欝5獄　哲クラーソワ，欝蚤鶴

灘ジ繊彫㍗婁ラズムナーヤ繊，獅惣無勲y芝織、毫，茎！獅1》軸滋騨，翫麟・雛宅，191潟、、われ、わ

れは・この鉱化難用紅と・て，もっともぎ、、渉められやすい灘えは次めものであることを轡控，かに

したい・！残ンの濃繰は婚覇鋤糖薪鷹獅1齢全！妻雛驚おいズ岬，いろい教塀／湘斑・／シている．

町重鳩轍達薦誌の段1藩では，顎磯吻　1　粘土成1愛〉鐙甥　　力　灘三磁1には　ξ績　　轡砂議至）賊　　t蓋撮　1こよる

好ンの吸収力耀、こ駆しかじ，1、焦．樹欝睦瀕二矯、漆酵齢物劉で，ウラン4）鍵）増加

がないことは，吸収のみが鉱馨．藩重．箋集する唯一の方法で塊畏かったという菰とをll影1一ゴ》ている。砂

濃咽継の鵜〉獄雛ける拶ンの鰻一1、、的大麹）鱗は，三祉いぐ，吸榔こ、き幡拶ンがダイア

ゲネシスの段階で，、墨羅勘分されることも識　）うるし，また，薦然水紅よ一て外から寧ランが擶1

分的に運び込窟れることも除外できなレといにとを孝している。藩燭，、1葺配　のメカ瓢ズム

について，な轍か決定的なこ、撚をいうこ1とはで薯ない。臆れらの閥題にっいては，N・》謹・スト

ヲーホソ（緯鐸のがいろい署）分振韓についい“翻移黛呼事である、、墨編懸ノヌの漣もなフ・一・ケターとして夢

ある揚所では粘1吻質とウランの畿S（）綱i繊があ！）．ある　所では気元作用の影響下の沈

／穀ということがあるのであろう礁釜独！末の　k翼i縦瑞の緩謬1欝鐸拶rが、よって鍵1イ鉱賛繕が塚く」碧一一　）

る胤とゐ㍉　こ鵜ことの箔旙妾ll梅な離透処である、、　逡μ緯難激の／嚢魏墾“ぐ慧愈鋳馨糞鞍、ラ｝（翼籍・菱毒な1響藩繍lll

作用など）が完成蕎た童），その方掬をかえた賛す鐙ことがお惹る．砂岩申グ）脊　県ン・のll爆配分の

，メカ、瓢ズ’藩、1こ頒）㌧・て瀞漁薯a筆謹ニグ‘1尾力窯，禦・馨罫Ψび識）るミき

結 論

　i・　聯華i発された鐸沙楚ll毒鰭の歩ランの大霧i彰ン1撃ll　lび）粘」　成分と関1．誓し〆ている．袴一シノレト

翻1分では・．愈体の蕊鳥から玄冷まて墜しか含んでい触い、イ渉騨）霧シ分では！ラランのプ課鶉分は箋鞍藝塗1や

幾石の魏ξ粒と関係している。、

44一 （善3学）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　地質灘査所、／華報（第爆巻第7号1

　焦　ジーチングや撒｛1ま碗1疑麺9萱匿樽議のヂーダは，噴出撃，1や長石申のウランは変質粒の粘二1．二

状成・分に吸藩されたもめであることを噂繋副．てい恐。

　簸後轍ラ著者はV涯・…バル．ス＃：芒ツタ墾獲ガバ緯フ）V　　　識一ストラホツ，墾．難．ナウ讐ツざ

執舷サポジ鷹一仁二註．ツラ猟凱ソニ環学，V濁、シ聴ルビンナには，研究、．ll二の援助と注意をろけ

た．、深く感謝する、，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　蹴
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